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構想の推進について
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１.取組の考え方
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１.取組の考え方（構想時例示）

分野の取組を例示的に記載



66

１.取組の考え方（構想時施策例）
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２. 推進体制

帯広圏におけるデジタル
化推進に向けた取り組み
の共有・確認、意見交換
等（年１回程度）

帯広圏デジタル化推進協議会

構成 座 ⾧:神尾センター⾧
構成員:各首⾧ 役割

ＷＧ

構成
１市３町のデジタル化
推進部門の管理職 及び

担当者

役割
（各自治体全体の）
取り組みの共有・検討、
意見交換等
（年２回程度）

取り組み状況
の報告

取り組み状況
の報告 実務者研究会（新設）

構成 １市３町のデジタル化推
進部門の担当者ほか

役割

（分野を特定し※１）
気軽な環境で、相談、情
報共有、意見交換等（オ
ンライン※２含め随時）
※１まずロールモデルとして「行政事務」「窓口」等
※２コミュニケーションツールを使用

アドバイザリー
ボード

取り組みの確認、助
言等（年１回程度）
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ウェルビーイングエリアの取り組み

[共通ＰＦ] 共通のプラットフォームにより取り組むデジタル化
[歩調] 可能な限り歩調を合わせて取り組むデジタル化
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[共通ＰＦ] ①PMH（医療費助成）の環境整備

出典:デジタル庁 https://www.digital.go.jp/policies/health/public-medical-hub

:医療費助成の受給者証の情報を、自治体から医療機関/
対象者に渡す仕組みの構築（先行実施）

概
要
概
要

帯
広
帯
広

環境整備環境整備

芽
室
芽
室
幕
別
幕
別

音
更
音
更

今後検討今後検討
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[歩調] ②高齢者見守りサービス

出典:QR:東邦薬品https://mirai-town.com/privacy-policy/ 上水道:東洋計器https://www.toyokeiki.co.jp/service/watch/water.html

:高齢者の安否を見守るサービスの導入・検討概
要
概
要

参考:QRコード参考:QRコード

参考:上水道
スマートメータ
参考:上水道

スマートメータ

帯
広
帯
広

QR利用中QR利用中

芽
室
芽
室

幕
別
幕
別

音
更
音
更

上水道スマートメータ
研究中

上水道スマートメータ
研究中

検討中検討中



1111

[歩調] ③デジタル健康マイレージ事業

:ウォーキングを楽しく続けながら「健康で⾧生き」を
めざすサービス

概
要
概
要

帯
広
帯
広

導入済導入済

芽
室
芽
室

幕
別
幕
別

音
更
音
更

検証実施中検証実施中

（帯広市）
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[歩調] ④役所窓口での会話（音声情報）の画面表示

出典:UDトーク:https://udtalk.jp/about/

:音声認識と自動翻訳を活用した「視聴覚障害者間・
多言語・世代間コミュニケーション」アプリの導入検討

概
要
概
要

帯
広
帯
広

導入済導入済

音
更
音
更

実証事業を検討実証事業を検討

芽
室
芽
室

幕
別
幕
別

検討中検討中
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[歩調] ⑤障害者手帳等アプリの公共施設等対応

▼ミライロIDホーム画面（サンプル）▼

出典:ミライロ https://mirairo-id.jp/

:障害者手帳等に替わり、スマートフォンアプリ（ミライロID）
を公共施設等で提示し、割引等を受けられるよう対応

概
要
概
要

帯
広
帯
広

対応済対応済

芽
室
芽
室

幕
別
幕
別

音
更
音
更

検討中検討中

帯
広
帯
広

芽
室
芽
室

音
更
音
更

検討中検討中

（R7対応予定）
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[歩調] ⑥母子手帳アプリの導入

出典:母子モ https://www.mchh.jp/login

概
要
概
要

:妊娠から出産、子育てまでサポートするアプリにより、予防
接種等スケジュール管理や健診情報等の記録が便利に

導入済導入済

芽
室
芽
室

帯
広
帯
広

幕
別
幕
別

音
更
音
更

R7.2月導入R7.2月導入

▼母子モ画面（サンプル）▼
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[歩調] ⑦都市計画情報等のデジタル化・オープン化

出典:国土交通省https://www.mlit.go.jp/tochi_fudousan_kensetsugyo/chirikukannjoho/tochi_fudousan_kensetsugyo_tk1_000041.html 

:地図情報システム（GIS）を用いて、わかりやすい形で
台帳情報等を提供する

概
要
概
要

帯
広
帯
広

導入予定導入予定

芽
室
芽
室

幕
別
幕
別

音
更
音
更

検討中検討中

導入済導入済
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[歩調] ⑧生成AIの積極的活用

:生成ＡＩを庁内業務（文書作成、要約、アイディア出し、
プログラム作成等）で活用

規定・ガイド
ライン策定
規定・ガイド
ライン策定

業務の
効率化
業務の
効率化

利活用
促進定着
利活用
促進定着

回答精度
向上

回答精度
向上

帯
広
帯
広

試行中試行中

芽
室
芽
室

幕
別
幕
別

音
更
音
更

検討中検討中

庁内展開庁内展開

概
要
概
要
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その他の取り組み
〇芽室町:XからDへ〇帯広市:保育ＩＣＴシステムの導入

〇音更町:電子契約の導入 〇幕別町:除雪管理システムの導入

・芽室町DX推進ビジョンの策定
・窓口体験調査の実施（R5、R6）
・全係が取り組む「１係１DX」を実施中

出典:CODMON https://www.codmon.com

出典:CLOUDSIGN https://www.cloudsign.jp/about/
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アドバイザリボードでの助言・意見等（抜粋）
【全体】
○圏域全体としてどのような領域・分野から手掛けるか、基本的な考えをまとめておく必要がある。
○自治体間や異なる分野間での連携を進める上で、国が提供するプラットフォームにどのように適応する
のかが重要。分野のニーズ、市町村の要請に応じて個々に取り組みはじめると、国・北海道等の制度構
築が後になされた場合、後戻り（追加コスト）になる危険性もある。

○自分たちの活動を大きな声で外部へアピールしていくことも重要と思う。活動を共有することで、他の
地域や団体と連携しやすくなる。

○現場の方が喜ぶ取り組みを、インセンティブを与えながら、皆で楽しく進めることが理想。
【①ＰＭＨの環境整備】
○行政が民間医療機関をどれだけ引き込めるかが鍵であり、そのための工夫が必要。

【②高齢者見守りサービス】
○「電気」「通信システム」は、地域の見回りや防犯活動において有効。「空き家問題」への取り組みも
必要と思う。

○町内会の新しい形を模索し、効率的に見守り出来る体制を目指す視点も必要。
【その他の取り組み】
○芽室町の「XからD」というキーワードは素敵。まずトランスフォーメーションした状態をイメージする
ことが重要。ステップバイステップで進める事が大切。
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ローカルハブの取り組みについて
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①スマート農業の推進

出典:JA帯広かわにし
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②地域ＤＸ推進に向けた普及・啓発

？他地域の事例
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アドバイザリボードでの助言・意見等（抜粋）
【全体】
○行政には、具体的な利益を示すことで人々の関心を引き付けながら、地域全体の成⾧を促すために公平性や透明性を
確保していく役割が必要。

○地域の人手不足問題の解消に向け、首都圏から地方に移住し就労体験をするプロジェクトを３ケ月間実証し、協議の
場の形成や、様々なプレーヤーを繋ぐことができた。重要なのは、自分事化し、これから困ることは何かという課題
を設定したうえで、方針まで決めきること。

○農業中心の取り組みでよいが、インフラ（ドローン等によるデータ可視化）・エネルギー領域（×脱炭素・再エネ）
の拡大も可能性があるのではないか。

【①スマート農業の推進】
○一部の地域や企業のみに利益をもたらすのではなく、地域全体の発展に繋がるように行政が説明責任を果たし、住民
理解が得られるようにすることが重要。

○データをオープンに活用することで産業全体の発展に繋がる。行政はこのプロセスを支援するべき。

【②地域ＤＸの推進に向けた普及・啓発】
○「トランスフォーメーション」して「デジタル化」することが重要だが、日本ではなかなか浸透しない。
○地域では、デジタルを使って何が起きるかが想像がつかず、結果的に「今は困ってない。」という感じになってしま
う。「今後困る」という現実を想像できるかどうかが焦点だと思う。

○「協議会」だけで常時上手く回っている自治体を知らない。良くも悪くも強烈に推進するリーダが必要で、そういう
方がいないと形骸化してしまう。

○ＤＸの推進はあくまで手段。国でも「デジタル」という文言が外れている。何を目的とし、どんな役割とするのかを
明確にし、他の組織団体とも連携を図ることが重要。



2323

参考指標
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参考指標

・1市3町と十勝管外との間の人口移動数
基準値 ▲556人（2018年～2022年の5年平均）

・1市3町の法人住民税の課税法人数
基準値 7,539社（2022年）

・住民アンケートによる「行政のデジタル化」の実感度
基準値 なし

・母子手帳アプリの登録者数（1市3町の計）
基準値 3,585人（2023年12月末現在）

・1市3町と十勝管外との間の人口移動数
▲456（2019年～2023年の5年平均） ➡ +100

・1市3町の法人住民税の課税法人数
7629社（2023年） ➡ +90

・住民アンケートによる「行政のデジタル化」の実感度
31.8% （2023年） ※帯広市

・母子手帳アプリの登録者数（1市3町の計）
5,035人（2024年12月末現在） ➡ ＋1,450

構想策定時から2024年12月時点までの進捗
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End


